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意見書（要旨）�意見書（要旨）�
議員提出議案�

第１回定例会では意見書５件を可決し、
議長名で関係行政庁へ提出しました。

要旨は次のとおりです。

平
成

年

平
成　

年
２０２０

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

者
を
補
助
対
象
と
考
え
て
お
り
、

補
助
金
制
度
の
対
象
の
拡
大
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
二
�
に
つ
い
て
）

　

今
後
の
待
機
児
童
数
等
の
推
移

を
注
視
し
、
分
園
、
認
証
保
育
所

の
設
置
、
定
員
の
弾
力
化
等
を
進

め
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
三
�
に
つ
い
て
）

　

該
当
す
る
小
山
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
小
山

小
学
校
の
教
室
か
ら
校
庭
内
に
新

た
に
施
設
を
建
設
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に

は
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
施
設
面
積
も
増
加
し

ま
す
。
ま
た
、
小
山
ヶ
丘
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
既
存
施

設
に
加
え
、
サ
レ
ジ
オ
工
業
高
等

専
門
学
校
の
用
地
の
一
部
を
借
用

し
施
設
を
増
設
し
て
お
り
二
〇
〇

八
年
四
月
よ
り
使
用
す
る
予
定
で

す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
小
山
中
央
小
学

校
の
開
校
と
同
時
に
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
を
新
設
す
る
計
画
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
二
年
間
は

上
記
二
施
設
の
整
備
に
よ
り
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
四
�
に
つ
い
て
）

　

来
年
度
予
算
は
現
在
編
成
中
で

す
。
保
育
所
・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

等
、
子
育
て
支
援
の
重
要
性
に
つ

き
ま
し
て
は
十
分
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

...保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

保
育
の
質
を
支
え
る
た
め
に

町
田
市
が
さ
ら
に
努
力
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願

（
一
�
に
つ
い
て
）　

　

保
育
園
で
は
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
、

保
育
所
保
育
指
針
等
に
沿
っ
て
保

育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

金
森
保
育
園
で
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

九
〇
〇
一
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
各
保
育

園
に
伝
え
、
保
育
の
質
の
向
上
に

.

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
期
経
営
計
画
の
実
施
に
向
け

ま
し
て
は
、
全
庁
内
で
連
携
を
密

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
二
�
に
つ
い
て
）

　

今
後
、
実
施
に
向
け
て
計
画
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
情
報
公

開
等
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
三
�
に
つ
い
て
）

　

引
き
続
き
保
育
の
質
の
向
上
に

向
け
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

..可
決
し
た�

　
議
案
の
内
容�

可
決
し
た�

　
議
案
の
内
容�

町
田
市
介
護
保
険
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置

の
延
長
、
そ
の
他
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
、
平
成
二
〇
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
本
年
四
月
か
ら
実
施
す

る
に
当
た
り
、
町
田
市
が
行
う
保

険
料
の
徴
収
等
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

町
田
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　

　

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
係

る
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
第
四
条
の
改
正
規
定
は
、

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

町
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

剪
定
枝
資
源
化
施
設
の
新
設
に

伴
い
、
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
、
平
成
二
〇

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。町

田
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

下
水
道
使
用
料
徴
収
事
務
を
東

京
都
水
道
局
に
委
託
す
る
こ
と
に

伴
い
、
徴
収
方
法
を
東
京
都
に
あ

わ
せ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
、
第
一
条
の
規
定
は
平

成
二
〇
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
二

条
の
規
定
は
平
成
二
〇
年
一
〇
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

町
田
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

新
棟
（
南
棟
）
開
設
に
当
た
り
、

病
床
数
を
四
五
八
床
に
定
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約

　

各
区
市
町
村
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
新
た
に
保
険
料
軽
減
策
と
し

て
各
市
町
村
の
一
般
財
源
を
投
入

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
、
平
成
二
〇
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
第
一
回
町
田
市
議

会
臨
時
会
が
、
二
月
五
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
第
一
号
議

案
「
中
心
市
街
地
活
性
化
施
設
の

売
払
い
」
、
報
告
第
一
号
「
清
掃

事
業
部
車
両
に
よ
る
物
損
事
故
に

係
る
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
を

は
じ
め
、
食
品
の
産
地
、
品
質
の

偽
装
、
賞
味
期
限
の
改
ざ
ん
な
ど

食
の
安
全
・
安
心
を
大
き
く
揺
る

が
す
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
。
よ

っ
て
町
田
市
議
会
は
、
政
府
が
地

域
農
業
の
振
興
や
食
料
自
給
率
の

向
上
な
ど
、
国
民
の「
食
の
安
全
」

を
確
保
す
る
立
場
で
全
力
を
あ
げ

る
た
め
に
以
下
の
事
項
の
実
施
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

①
国
の
責
任
で
日
本
の
農
業
を
守

り
、
食
料
自
給
率
向
上
を
す
す
め

る
こ
と
。

②
食
品
衛
生
監
視
員
の
増
員
や
安

全
基
準
・
表
示
制
度
の
充
実
で
、

食
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

③
地
産
地
消
や
「
食
の
安
全
」
を

重
視
し
た
地
域
づ
く
り
を
す
す
め

る
こ
と
。 

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

「
食
の
安
全
」
と
食
料
自
給

率
向
上
を
求
め
る
意
見
書

　

二
月
一
〇
日
、
沖
縄
本
島
で
、

米
海
兵
隊
員
に
よ
る
女
子
中
学
生

に
対
す
る
暴
行
事
件
が
発
生
し
た
。

　

沖
縄
で
は
全
て
の
議
会
で
抗
議

の
決
議
が
採
択
さ
れ
、
怒
り
が
島

ぐ
る
み
で
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
五
年
の
少
女
暴
行
事
件

以
降
も
、
米
兵
に
よ
る
凶
悪
な
犯

罪
は
後
を
絶
た
ず
、
「
綱
紀
粛
正
、

再
発
の
防
止
、
教
育
の
徹
底
」
を

米
軍
は
そ
の
都
度
、
口
に
す
る
が
、

解
決
し
な
い
。
日
本
政
府
は
在
日

米
軍
に
対
し
、
一
�
米
軍
人
の
綱

紀
粛
正
及
び
人
権
教
育
の
徹
底
。

二
�
よ
り
実
効
性
の
あ
る
具
体
的

な
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
万
全
を

期
す
こ
と
を
申
し
入
れ
る
よ
う
、

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

.

.

沖
縄
の
米
海
兵
隊
員
に
よ
る

女
子
中
学
生
暴
行
事
件
に
抗

議
し
再
発
防
止
を
求
め
る
意

見
書

　

派
遣
労
働
の
「
規
制
緩
和
」
に

よ
り
、
派
遣
労
働
者
は
三
二
一
万

人
に
上
る
。
中
で
も
、
日
雇
い
派

遣
は
、
低
賃
金
で
あ
る
時
だ
け
の

不
安
定
雇
用
な
ど
非
人
間
的
労
働

で
あ
り
、
正
規
雇
用
が
大
量
の
非

正
規
派
遣
労
働
に
代
え
ら
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
雇
用
総
局
リ
ポ

ー
ト
（
〇
七
・
一
一
・
三
〇
）
が

警
告
し
た
よ
う
に
、
日
本
経
済
と

社
会
の
未
来
を
考
え
た
と
き
、
非

正
規
派
遣
労
働
の
見
直
し
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、
人
間
ら
し
い
雇
用
の
ル

ー
ル
を
確
立
さ
せ
、
若
者
の
可
能

性
を
伸
ば
し
、
社
会
の
担
い
手
が

成
長
す
る
た
め
に
も
労
働
者
派
遣

法
を
「
派
遣
労
働
者
保
護
法
」
に

改
正
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

違
法
・
有
害
情
報
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
の
環
境
整
備

を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
は
違
法
・
有
害
情
報
が
事
実
上

野
放
し
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
推
進
並
び

に
保
護
者
へ
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
、
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
の
利
用

防
止
の
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
財
政
支
援
を
含
め
た
協
力

を
行
う
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

ソ
フ
ト
等
の
技
術
開
発
、
水
準
維

持
に
か
か
る
支
援
を
行
う
こ
と
等
、

子
ど
も
た
ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
違
法
・
有
害
情
報
か
ら
守
る

た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　

東
京
都
が
一
、
〇
〇
〇
億
円
を

出
資
し
て
開
設
し
た
新
銀
行
東
京

に
四
〇
〇
億
円
を
追
加
出
資
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で

次
の
と
お
り
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

新
銀
行
東
京
へ
の
四
〇
〇
億
円

の
追
加
出
資
は
行
わ
ず
、
銀
行
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と

も
に
経
営
破
綻
を
招
い
た
石
原
都

知
事
と
新
旧
経
営
陣
の
責
任
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

　

撤
退
に
当
た
っ
て
は
、
預
金
者

の
保
護
と
中
小
企
業
へ
の
融
資
の

保
全
に
万
全
を
期
す
こ
と
。　
　

　

総
務
大
臣
・
東
京
都
知
事
あ
て

新
銀
行
東
京
へ
の
追
加
出
資

等
に
反
対
す
る
意
見
書
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平
成

年
度

平
成　

年
度

２０２０

一
般
会
計
・

一
般
会
計
・

各
特
別
会
計

各
特
別
会
計

予
算
を
可
決

予
算
を
可
決

　

平
成
二
〇
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
一
、
二
〇
一
億
四
、
八

三
四
万
六
千
円
、
特
別
会
計
九
九

〇
億
九
、
四
九
一
万
四
千
円
で
、

平
成
一
九
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
で
は
、
一
般
会
計
で
二
・
一
％

増
、
特
別
会
計
で
一
七
・
九
％
減
、

全
体
で
八
・
〇
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　

平
成
一
九
年
度
三
月
補
正
予
算

は
、
一
般
会
計
を
九
億
四
、
三
四

二
万
七
千
円
減
額
、
特
別
会
計
を

合
計
二
九
億
四
、
三
八
七
万
六
千

円
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
３
月

平
成　

年
度
３
月

１９１９
補
正
予
算
を
可
決

補
正
予
算
を
可
決
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